
1

䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔
は
䣓
中
島
の
渡
し
䣔
の
位
置
に

 
 

あ
䣬
た
可
能
性
が
あ
る

秦
野

秀
明

は
じ
め
に

中
山

正
則
䥹
一
九
九
三
䥺䥹

1
䥺

で
は
䣍䣓
中
川
䣔
に
架
か
る

䣓
吉
川
橋
䣔
の
上
流
部
に
䣓
中
島
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺
䣍
下
流
部
に

䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

が
記
載
さ
れ
て
い
る
䣎

ま
た
䣍
䣓
中
川
䣔
に
架
か
る
䣓
吉
川
橋
䣔
の
す
ぐ
上
流
部
で

は
䣓
元
荒
川
䣔
が
合
流
し
䣍
そ
の
合
流
地
点
の
上
流
部
に
䣓
南

百
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

も
記
載
さ
れ
て
い
る
䣎

二
〇
二
三
年
八
月
䣍
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
Ａ

氏
は
䣍
こ
の
䣓
３
䣿
所
䣔
の
渡
し
場
の
内
䣍
䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔

䥹

1
䥺

と
䣓
南
百
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

の
䣓
名
称
䣔
と
䣓
位
置
䣔
に

疑
義
を
呈
さ
れ
䣍
二
〇
二
四
年
一
月
䣍
中
山

正
則
䥹
一
九
九

三
䥺䥹

1
䥺

で
記
載
さ
れ
た
䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔
の
名
称
が
䣓
南

百
の
渡
し
䣔
で
あ
り
䣍䣓
南
百
の
渡
し
䣔
が
䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔

で
あ
る
と
の
見
解
を
私
的
に
記
載
さ
れ
た
䣎

筆
者
は
䣍
二
〇
二
四
年
一
月
に
記
載
さ
れ
た
Ａ
氏
の
私
的
な

見
解
を
精
査
し
た
上
で
䣍
二
〇
二
四
年
二
月
十
日
に
独
自
の
見

解
を
私
的
に
記
載
し
た
䣎

本
論
は
䣍
二
〇
二
四
年
二
月
十
日
に
記
載
し
た
筆
者
に
よ
る

私
的
な
見
解
に
対
し
て
䣍
論
点
を
さ
ら
に
追
記
し
た
上
で
ま
と

め
た
仮
説
で
あ
る
䣎

一
・
Ａ
氏
の
見
解

中
山

正
則
䥹
一
九
九
三
䥺䥹

1
䥺

に
記
載
さ
れ
た
䣓
か
ご
場

の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

と
䣓
南
百
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

に
つ
い
て
䣍

二
〇
二
四
年
一
月
に
記
載
さ
れ
た
Ａ
氏
の
見
解
は
䣍

①

䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

に
関
し
て
䣍
䣓
籠
場
䥹
か
ご
ば
䥺
䣔

と
い
う
耕
地
名
は
䣍
䣓
南
百
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

の
䣓
元
荒
川
䣔

右
岸
の
旧
・
南
百
村
や
䣓
中
川
䣔
左
岸
の
旧
・
吉
川
村
に

は
存
在
せ
ず
䣍
䣓
元
荒
川
䣔
右
岸
の
旧
・
中
島
村
に
し
か
存

在
し
な
い
ゆ
え
に
䣍
こ
の
説
に
は
矛
盾
が
あ
る

②

元
・
越
谷
市
郷
土
研
究
会
会
員
の
Ｂ
氏
䥹
故
人
䥺
䣍
同
会
会

員
の
Ｃ
氏
か
ら
は
䣍
䣓
吉
川
橋
䣔
の
下
流
部
の
䣓
か
ご
場
の

渡
し
䣔䥹

1
䥺

の
位
置
に
䣓
南
百
の
渡
し
䣔
が
あ
䣬
た
と
聞
い

て
い
て
䣍
二
人
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
䣎

③

旧
・
中
島
村
の
䣓
籠
場
䣔
と
い
う
耕
地
名
に
つ
い
て
䣍
前
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述
の
Ｃ
氏
が
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
結
果
と

し
て
䣍
䣓
䥹
徳
川
家
康
は
䣍
増
林
方
面
の
䥺
鷹
狩
り
か
ら
江

戸
へ
の
帰
路
䣍
元
荒
川
と
古
利
根
川
の
合
流
地
点
の
中
島

の

元
荒
川

で
駕
籠
に
乗
り
䣍
秋
口
か
ら
冬
場
で
水
量
の
少

な
い
川
を
渡
䣬
た
䣎
そ
の
た
め
そ
こ
を
籠
場
と
名
付
け
た
䣔

と
推
定
し
た
䣎

Ａ
氏
は
①
②
③
よ
り
䣍
中
山

正
則
䥹
一
九
九
三
䥺䥹

1
䥺

で

記
載
さ
れ
た
䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

が
䣓
南
百
の
渡
し
䣔
で

あ
り
䣍
䣓
南
百
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

が
䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔
で
は
な

い
か
と
推
定
し
た
䥹
筆
者
か
ら
送
付
さ
れ
た
䣓
史
料
䣔
を
確
認

後
䣍
䣓
南
百
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

の
見
解
は
䣓
撤
回
䣔
さ
れ
た
䥺
䣎

二
・
筆
者
の
見
解
䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔

二
〇
二
四
年
一
月
に
記
載
さ
れ
た
Ａ
氏
の
見
解
に
対
す
る

二
〇
二
四
年
二
月
十
日
の
筆
者
の
見
解
䣓
①
䣔
は
䣍

①

䣓
籠
場
䥹
か
ご
ば
䥺
䣔
と
い
う
耕
地
名
は
䣍
江
戸
時
代
後
期

で
あ
る
文
化
七
年
䥹
一
八
一
〇
䥺
起
稿
䣍
文
政
一
三
年
䥹
一

八
三
〇
䥺
完
成
さ
れ
た
編
纂
書
で
あ
る
䣕
新
編
武
蔵
風
土

記
稿
䣖
葛
飾
郡
吉
川
村
䥹

2
䥺

に

䣓
小
名

駕
籠
場

相
伝
フ

古
ヘ

東
照
宮
此
辺
御
遊
猟
ノ

時
肩
輿
ニ
上
下
シ
給
シ
所
ユ
ヘ
カ
ク
唱
ヘ
リ

又
コ
ノ
地

ノ
内
ニ
権
現
道
ナ
ト
唱
フ
ル
モ
当
時
通
御
ノ
跡
ナ
リ
ト
云

フ
䣔

と
あ
り
䣍䣓
中
川
䣔
右
岸
の
旧
・
中
島
村
の
字
名
で
あ
る
䣓
籠

場
䣔
と
䣓
中
川
䣔
左
岸
の
旧
・
吉
川
村
の
小
名
で
あ
る
䣓
駕

籠
場
䥹
か
ご
ば
䥺
䣔䥹

2
䥺

が
䣓
両
岸
䣔
に
存
在
す
る
こ
と
か

ら
䣍
Ａ
氏
の
見
解
で
あ
る
䣓
元
荒
川
䣔
の
䣓
渡
し
場
䣔
で
あ

䣬
た
䣓
南
百
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

の
位
置
で
は
な
く
䣍
䣓
中
川
䣔

の
䣓
渡
し
場
䣔
で
あ
䣬
た
䣓
中
島
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

の
位
置
こ

そ
が
䣍
䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

で
採
用
さ
れ
た
䣓
か
ご
場

の
渡
し
䣔
の
本
来
の
位
置
と
し
て
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
推

定
し
た
䣎

な
お
䣍
䣓
中
島
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

の
別
名
が
䣓
か
ご
場
の
渡

し
䣔
で
あ
䣬
た
可
能
性
も
あ
る
が
䣍
䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔
が

䣓
元
荒
川
䣔
の
䣓
渡
し
場
䣔
で
は
な
く
䣍
䣓
中
川
䣔
の
䣓
渡

し
場
䣔
と
し
て
推
定
し
た
点
が
重
要
で
あ
る
䣎

筆
者
に
よ
る
こ
の
見
解
は
䣍
管
見
の
限
り
䣓
初
め
て
䣔
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
䣎
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三
・
筆
者
の
見
解
䣓
南
百
の
渡
し
䣔

二
〇
二
四
年
一
月
に
記
載
さ
れ
た
Ａ
氏
の
見
解
に
対
す
る

二
〇
二
四
年
二
月
十
日
の
筆
者
の
見
解
䣓
②
䣔
は
䣍

②

䣓
南
百
の
渡
し
䣔
は
䣍
前
述
の
䣕
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
䣖

葛
飾
郡
平
沼
村
䥹

3
䥺

に

䣓
古
利
根
川

村
ノ
西
ヲ
流
ル
川
幅
九
十
六
間
村
内
ニ
渡
船

場
ヲ
設
ケ
テ
対
岸
埼(

土
へ
ん
立
・
可)

玉
郡
南
百
村

中

島
村
等
往
来
ス

当
所
は
近
村
ヨ
リ
江
戸
運
送
の
河
岸
場

ニ
テ
江
戸
マ
デ
ノ
舟
路
十
里
ト
云

又
外
ニ
下
河
岸
ト
テ

村
ノ
南
寄
ニ
作
場
渡
ア
リ
テ
埼(

土
へ
ん
立
・
可)

玉
郡
四

條
村
ニ
達
セ
リ

川
除
ノ
堤
ア
リ
高
四
五
尺
許
䣔

と
あ
り
䣍

一
・
䣓
中
川
䣔
左
岸
の
旧
・
平
沼
村
と
䣓
中
川
䣔
右
岸
䣔
の
旧
・

南
百
村
に
䣓
渡
し
場
䣔
が
存
在

二
・
䣓
中
川
䣔
左
岸
の
旧
・
平
沼
村
と
䣓
中
川
䣔
右
岸
の
旧
・

中
島
村
に
䣓
渡
し
場
䣔
が
存
在

三
・
䣓
中
川
䣔
左
岸
の
旧
・
平
沼
村
と
䣓
中
川
䣔
右
岸
の
旧
・

四
條
村
に
䣓
渡
し
場
䥹
作
場
渡
䥺
䣔
が
存
在

し
た
こ
と
が
判
明
し
た
䣎

ま
た
䣍
遠
藤

忠
䥹
二
〇
一
四
䥺䥹

4
䥺

で
は
䣍

䣓
䥹
吉
川
の
渡
し
䥺
元
荒
川
と
古
利
根
川
䥹
中
川
䥺
の
合
流

地
の
左
岸
に
位
置
す
る
吉
川
は
䣍
中
世
か
ら
の
渡
河
地
で
䣍

俗
に
䣓
吉
川
の
渡
し
䣔
と
呼
ば
れ
る
が
䣍
渡
し
場
は
二
郷

半
領
平
沼
村
に
あ
り
䣍
南
百
䥹
な
ん
ど
䥺
の
渡
し
䣍
四
条

䥹
し
じ
䣯
う
䥺
の
渡
し
䣍
中
島
䥹
な
か
じ
ま
䥺
の
渡
し
の

総
称
で
あ
る
䣎
下
妻
道
の
平
沼
村
か
ら
古
利
根
川
右
岸
の

八
条
領
南
百
村
へ
の
渡
し
は
南
百
渡
し
と
呼
ば
れ
る[

後

略]

䣔

と
記
載
さ
れ
䣍䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

の
䣓
位
置
䣔
と
䣓
名

称
䣔
は
䣍
二
〇
一
四
年
の
段
階
で
䣍
遠
藤

忠
䥹
二
〇
一
四
䥺

䥹

4
䥺

に
よ
り
䣓
修
正
䣔
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
䣎

四
・
筆
者
の
見
解
䣓
中
島
の
渡
し
䣔

䣓o
p
e
n
-
h
i
n
a
t
a

䣔䥹

5
䥺

を
利
用
し
て
䣍
明
治
十
三
年
䥹
一

八
八
〇
䥺
測
量
の
䣓
迅
速
測
図
䣔
と
䣍
国
土
地
理
院
の
䣓
標
準

地
図
䣔
を
一
画
面
の
デ
䤀
タ
上
に
重
ね
て
表
せ
ば
䣍
明
治
十
三

年
䥹
一
八
八
〇
䥺
測
量
時
の
位
置
関
係
が
䣍
測
量
誤
差
を
考
慮

し
て
も
凡
そ
判
明
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
䣍
䣓
中
川
䣔
左
岸
の
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䣓
中
島
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

の
位
置
は
䣍
現
在
の
吉
川
市
大
字
平
沼

の
䣓
飛
地
䣔
に
あ
り
䣍
こ
の
事
実
は
䣓
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図
䣔

の
情
報
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
䣎

し
か
し
な
が
ら
䣍
明
治
十
九
年
䥹
一
八
八
六
䥺
十
一
月
廿
五

日
䣕
渡
船
橋
梁
免
許
台
帳
䣖
䥹

6
䥺
で
は
䣍
䣓
武
蔵
国
葛
飾
郡

吉
川
村
䣔
と
記
載
さ
れ
て
い
た
䣎

こ
の
こ
と
は
䣍䣕
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
䣖
葛
飾
郡
吉
川
村
䥹

2
䥺

の
項
に
は
䣓
渡
し
場
䣔
の
記
載
が
な
く
䣍
䣕
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
䣖
葛
飾
郡
平
沼
村
䥹

3
䥺

の
項
に
は
䣓
渡
し
場
䣔
の
記
載
が

あ
る
事
実
と
は
異
な
り
䣍
今
後
の
課
題
と
な
䣬
た
䣎

結
び
に
替
え
て

中
山

正
則
䥹
一
九
九
三
䥺䥹

1
䥺

で
は
䣍

一
・
䣕
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
䣖䥹

2
䥺
䥹

3
䥺

二
・
䣕
武
蔵
国
郡
村
誌
䣖

 
 
 

䥹
明
治
九
年
一
月
一
日
現
在
䥺

三
・
䣕
渡
船
場
調
査
類
䣖

䥹
明
治
九
年
䣓
本
県
丙
第
四
拾
号
通
達
䣔
に
基
づ
く
䥺

四
・
䣕
渡
船
橋
梁
免
許
台
帳
䣖

䥹
明
治
五
年
か
ら
同
二
十
六
年
ま
で
記
載
䥺

五
・
䣕
渡
船
䣖

䥹
明
治
五
年
か
ら
同
二
十
六
年
ま
で
記
載
䥺

六
・
䣕
市
町
村
誌
䣖
等

七
・
䣓
明
治
前
期
手
書
彩
色
関
東
実
測
図
䣔

䥹
明
治
十
年
代
か
ら
二
十
年
代
ま
で
に
作
成
䥺

八
・
䣓
迅
速
測
図
䣔

 
 

䥹
明
治
十
年
代
に
作
成
䥺

九
・
䣓
２
万
分
の
１
地
形
図
䣔

 
 

䥹
䣓
迅
速
測
図
の
後
に
作
成
䥺

十
・
䣓
５
万
分
の
１
地
形
図
䣔

 
 

䥹
明
治
後
期
か
ら
現
在
ま
で
作
成
䥺

十
一
・
現
地
調
査

の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
り
䣍
䣓
渡
し
場
䣔
の
䣓
位
置
䣔
と

名
称
が
確
定
さ
れ
䣍
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
た
䣎

一
・
䣓
中
島
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

䣓
江
戸
時
代
か
ら

明
治
十
三
年
䥹
一
八
八
〇
䥺
頃
ま
で
存
在
䣔

二
・
䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

䣓
江
戸
時
代
か
ら
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明
治
二
十
三
年
䥹
一
八
九
〇
䥺
頃
ま
で
存
在
䣔

三
・
䣓
南
百
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

䣓
明
治
三
十
八
年
䥹
一
九
〇
五
䥺
か
ら

昭
和
三
十
年
䥹
一
九
〇
五
䥺
頃
ま
で
存
在
䣔

以
上
の
記
載
を
前
提
に
䣍
筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
推
定
し
た
䣎

一
・
䣓
中
島
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

 
 

䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔
ま
た
は
䣍

䣓
中
島
の
渡
し
䣔
の
別
名
と
し
て
の
䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔

 
 

と
し
て
推
定
し
た
䣎

二
・
䣓
か
ご
場
の
渡
し
䣔䥹

1
䥺

 
 

遠
藤

忠
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出典：3 点のデータは「open-hinata」より引用(加筆)

吉川村

出典：3 点のデータは「open-hinata」より引用(加筆)

中島村

平沼村

南
百
の
渡
し→

四条村

南百村

←中島の渡し
かご場の渡し(推定)

←南百の渡し

←四条の渡し
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「字 籠場耕地」の地域は

「ピンク色」で塗られた範囲

出典：都築家所有：「旧・中島村地籍図」

撮影：2018 年 2 月 15 日(秦野 秀明)
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